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2016年 1月 8日
武蔵野大学数理工学センター紀要編集委員会

武蔵野大学数理工学センター紀要 投稿・執筆要項
1. 目的
武蔵野大学数理工学センター紀要 (以下「紀要」という) は、武蔵野大学数理工学セン
ター規程第３条に定める事業「研究、調査及び活動成果の公表」の一環として、武蔵野
大学 (センターを含め以下「本学」という)の教員等による研究活動成果 (以下「論文」
という)の公表を目的とする。

2. 投稿規程
(1) 紀要に投稿できる者は、嘱託・客員・非常勤を含む本学教員・研究員ならびに紀要
編集委員会 (以下「委員会」という)が認めた者とする。

(2) 論文の内容は数理工学に関連する
i. 原著 (特定のテーマに沿って行われた研究で、新たな知見や理解が論述されて
いるもの)

ii. 総説 (特定のテーマに関連した研究等を総括し、解説したもの)

iii. その他 (委員会が特に認めたもの)

とする。
(3) 論文は未公刊で和文または英文によるものに限る。

3. 執筆要領
(1) 原稿は A4判用紙とし、表題、概要、本文、図、表、写真、文献リスト等の一切を
含むものとする。また、左右および上下の余白は 2cm–2.5cm程度とする。

(2) 原稿冒頭に、表題、執筆者氏名および概要を記載する。
(3) 原稿は、完成したものを電子記録媒体と出力原稿 (1部)の両方で提出する。

4. その他
(1) 論文は、委員会の依頼した査読者による査読を経て、委員会において査読者の報告
に基づいて採否が決定される。

(2) 論文の著作権は執筆者に帰属する。ただし、紀要の刊行により公表された論文につ
いて、本学は成果公表目的の範囲内で複製、翻案、公衆送信等の権利を保有する。
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